
活動期間：令和元年度～令和3年度
佐賀県

具体的な成果

■新規導入者のブランド率および単収向上

■大規模根域制限栽培者のブランド率向上
および液肥省力施肥技術の波及

■産地の販売力の強化
根域制限栽培みかんの単価上昇に伴い、

早生みかん全体の単価が上昇

普及指導員の活動

■新規導入者等に対する栽培支援
水管理や結実管理等の栽培管理支援

■大規模根域制限栽培農家に対する濃密
指導
〇水管理の適正化や効率的な施肥管理の
検討→液肥混入機を用いた施肥労力の省
力化を実証

■根域制限栽培生産技術の普及

普及指導員だからできたこと

■市町・JAと連携し、根域制限栽培導入促
進に係る、農家との意見交換会を開催した。

温州みかん根域制限栽培の生産拡大と産地強化

単収の向上ブランド率の向上
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液肥混入器の導入

上部管理

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

地下部管理

12月 1月 2月 3月

.

摘果、枝吊り摘蕾 摘果

枝吊り

収穫 葉面散布 剪定

施肥 施肥 施肥土壌改良

通常水管理 節水管理 通常水管理

摘蕾前 摘蕾後

マルチ被覆

早期樹冠拡大を図るために樹冠上部摘蕾を行い
ましょう。樹を3等分し、上部1/3を摘蕾します。

枝吊りは多くの高品質ミカンを生産、
確保するために確実に実施しましょう。

節水管理に向けて、事前に
チューブ内の清掃を行い、畝の手
前から奥まで一定量の水が散水さ
れているかのチェックを行いま
しょう。また、4列毎に潅水する
等、必要に応じてかん水区画の調
整を行いましょう。

葉面散布

収穫後は樹勢回復のために窒素系の
葉面散布を行いましょう。1月以降に
気温が下がると効果が薄れるので、収
穫後はすぐに行い、少なくとも3回散
布します。
・プロテアー青
・有機液肥046 各500倍
・尿素

施肥基準は通常の露地みかんと同じ
となります。しかし、根域制限は畝だ
けの別途面積として考えます。
(例)畝幅1.5m ×畝長 50m × 4列 = 300㎡

(10a当り成分量kg)
窒素 リン酸 カリ

粘質土壌 25 15 15 春肥 夏肥 秋肥
砂質土壌 27 16 16 40% 20% 40%

施肥量の配分

節水期間は樹体に適度な水分ストレスを与えるように潅水で調
整し、品質向上を図りましょう。
潅水は基本的に3日間隔で20ℓ/樹かん水します。しかし、気象

条件によっては水分ストレス程度が異なるため、葉巻程度や果実
肥大の状態を観察して、水分ストレスの付与時にかん水します。
水分ストレス付与程度は一つの目安として、果実肥大を測るこ

とで判断できます。果実日肥大(一日の果実肥大程度)が0.3㎜以下
であれば、潅水のタイミングとなります。

節水期間の水管理 収穫後の葉面散布

施肥基準

潅水資材のチェック

マルチ管理

枝吊り摘蕾

収
穫
期
の
状
況

風などでチューブが破れたりし
なようにピン等でしっかり固定し
ましょう。

7月上旬～下旬までにマルチ被覆
を行い、高品質ミカンの生産に努
めましょう。夏秋期の多雨により
土壌が乾かない場合は、晴れた日
にマルチを巻き上げる等、必要に
応じて開閉管理を行いましょう。

作業別労働時間（10aあたり）
作業別
労働時間

①間伐・剪定 ②除草 ③病害虫防除 ④施肥 ⑤摘蕾・摘果 ⑥マルチ管理 ⑦かん水 ⑧枝つり ⑨収穫 ⑩出荷労働 ⑪葉面散布 ⑪その他 合計

根域 1.7 17.5 12.4 7.1 23.9 21.9 13.2 17.1 59.1 7.1 2.1 9.6 192.7

月別労働時間（10aあたり）
作業別
労働時間

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

根域 29 14.9 8.7 5.0 13.7 29.3 6 70 8 2 6 2

単位：h

単位：h

重点農家への
充実指導

栽培管理暦を用いた
適期管理徹底

〇経営改善の実証
→年度毎に経営調査結果を基に、次年度
の目標と改善点、重要管理点を提案

技術導入パンフレット現地研修会での技術波及

販売単価 R1 R2 R3
早生栽培全体 171 225 237
根域制限栽培 243 388 362

〇産地強化のため、気象に左右されにくく高品質・高収益を図ることのできる
栽培方法として、温州ミカンの根域制限栽培の導入・強化が重要。

〇増加する新規導入者の早期技術修得を支援、および規模拡大に向けた
経営改善のサポートや省力化技術の導入を実証。
〇他機関と連携して、新技術埋込型の導入促進、補助事業の充実。

〇得られた技術・知見をパンフレット等にまとめて周知し、モデルを波及する
ことで、根域制限栽培みかんの生産拡大し、産地の販売力を強化。
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佐賀県 
温州みかん根域制限栽培の生産拡大と産地強化 

 
活動期間：平成３０年度～令和３年度 
 
１． 取組の背景 

佐賀県では、露地温州みかん栽培において、マルチ被覆によって品質を上

げているが、近年は気候変動の影響により、安定したブランド率や連年結果

を維持することが難しくなっている。 
そこで、気象に左右されにくく高品質・高収益を図ることのできる栽培方

法として、温州みかんの根域制限栽培の生産力を向上し、導入拡大する方策

を検討した。 
上記の目標を達成にむけて、①新規導入者等への栽培技術修得支援②大規

模根域制限栽培農家に対する濃密指導③根域制限栽培生産技術の普及を実施

した。 
 
２．活動内容（詳細） 
〇新規導入者等に対する栽培支援 

  ・新規重点支援農家に対し、作型開始前に経営調査結果をフィードバックと

売上目標を示し、栽培管理の目標まで落とし込み実施した(令和 2 年度～)。 
  ・栽培管理暦を作成・配布し、時期別管理の指標として役立てた(令和 2 年

度～)。 
・シートマルチの適期被覆を定着させるため、展示圃を設置し、果実品質向

上効果を検討した。また、果実肥大や果実品質調査を行い、調査結果は SNS
を活用して共有し、適期水管理の徹底を図った。 

 〇大規模根域制限栽培農家に対する濃密指導 
  ・液肥混入機を用いた施肥省力化の実証試験を行い、結果は研究会で広く紹

介した (令和 1 年度～)。 
・労働時間調査によって管理ごとにかかる労働時間を示し、労働時間の最適

化を提案した。また、経営実態調査によって年間の経費を見える化した(令
和 1 年度~)。 

 〇根域制限栽培技術の普及 
  ・定期的に栽培管理研修会を開催し、高品質果実の連年安定生産のために必

要な事項を共有し、設置した展示圃(適期マルチおよび潅水モデル園)の状況

を皆で確認した（写真１）。 
・本活動をとりまとめ、パンフレットを作成し、更なる技術普及に活用した

（図１）(令和 3 年度～)。 
・より現場ニーズに即した補助事業の運用にむけて、県園芸課と農村環境課

と連携して、根域制限栽培事業説明会を開催し、農家との意見交換会を行っ

た。 (令和 3 年度)。 
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２． 具体的な成果（詳細） 

〇新規導入者のブランド率及び収量向上 
・技術展示圃設置や経営支援等により新規導入者の意欲向上が向上し、技

術習得が図られ、ブランド率、収量ともに向上した。 
 

 
 
 

 
〇液肥省力施肥技術の波及 
・施肥管理で液肥を用いることで、１０a あたりの労働時間で、秋肥及び

春肥で約 25 分、夏肥で約 15 分の労力削減効果があり、養水分は慣行施肥

より迅速に可給化されることが明らかとなった。これらの結果を周知した

ところ、根域農家 6 名が当技術を導入した。 
  〇大規模根域制限栽培者のブランド率向上 
      １ha 規模栽培者における経営改善や省力化技術の導入を実施したとこ

ろ、高品質果実生産へかける時間が増加し、農家のブランド率の向上につ

ながった。 
 
 
             

   
 
 
 
 
 

上部管理

根域制限栽培管理シート
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

地下部管理

12月 1月 2月 3月

.

摘果、枝吊り摘蕾 摘果

枝吊り

収穫 葉面散布 剪定

施肥 施肥 施肥土壌改良

通常水管理 節水管理 通常水管理

摘蕾前 摘蕾後

マルチ被覆

早期樹冠拡大を図るために樹冠上部摘蕾を行い
ましょう。樹を3等分し、上部1/3を摘蕾します。

枝吊りは多くの高品質ミカンを生産、
確保するために確実に実施しましょう。

節水管理に向けて、事前に
チューブ内の清掃を行い、畝の手
前から奥まで一定量の水が散水さ
れているかのチェックを行いま
しょう。また、4列毎に潅水する
等、必要に応じてかん水区画の調
整を行いましょう。

葉面散布

収穫後は樹勢回復のために窒素系の
葉面散布を行いましょう。1月以降に
気温が下がると効果が薄れるので、収
穫後はすぐに行い、少なくとも3回散
布します。
・プロテアー青
・有機液肥046 各500倍
・尿素

施肥基準は通常の露地みかんと同じ
となります。しかし、根域制限は畝だ
けの別途面積として考えます。
(例)畝幅1.5m ×畝長 50m × 4列 = 300㎡

(10a当り成分量kg)
窒素 リン酸 カリ

粘質土壌 25 15 15 春肥 夏肥 秋肥
砂質土壌 27 16 16 40% 20% 40%

施肥量の配分

節水期間は樹体に適度な水分ストレスを与えるように潅水で調
整し、品質向上を図りましょう。
潅水は基本的に3日間隔で20ℓ/樹かん水します。しかし、気象

条件によっては水分ストレス程度が異なるため、葉巻程度や果実
肥大の状態を観察して、水分ストレスの付与時にかん水します。
水分ストレス付与程度は一つの目安として、果実肥大を測るこ

とで判断できます。果実日肥大(一日の果実肥大程度)が0.3㎜以下
であれば、潅水のタイミングとなります。

節水期間の水管理 収穫後の葉面散布

施肥基準

潅水資材のチェック

マルチ管理

枝吊り摘蕾

収
穫
期
の
状
況

風などでチューブが破れたりし
なようにピン等でしっかり固定し
ましょう。

7月上旬～下旬までにマルチ被覆
を行い、高品質ミカンの生産に努
めましょう。夏秋期の多雨により
土壌が乾かない場合は、晴れた日
にマルチを巻き上げる等、必要に
応じて開閉管理を行いましょう。

作業別労働時間（10aあたり）
作業別
労働時間

①間伐・剪定 ②除草 ③病害虫防除 ④施肥 ⑤摘蕾・摘果 ⑥マルチ管理 ⑦かん水 ⑧枝つり ⑨収穫 ⑩出荷労働 ⑪葉面散布 ⑪その他 合計

根域 1.7 17.5 12.4 7.1 23.9 21.9 13.2 17.1 59.1 7.1 2.1 9.6 192.7

月別労働時間（10aあたり）
作業別
労働時間

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

根域 29 14.9 8.7 5.0 13.7 29.3 6 70 8 2 6 2

単位：h

単位：h

図 1 栽培管理シート 写真１ 展示圃の状況説明 

Ｒ１ Ｒ３
9.4 42
1.8 3.8

ブランド率（％）
収量（ｔ/１０ａ）

Ｒ１ Ｒ３
21.3 64.6ブランド率（％）
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〇産地の販売力の強化 
   R１~3 年まで、根域制限栽培 

みかんの単価上昇に伴い、 
早生みかん全体の単価も 
上昇した(図２)。 
 
 
 
 

 
４．農家等からの評価・コメント(鹿島市：O氏、H 氏) 

新規導入者重点農家：根域制限管理暦があることで、時期別でやるべき仕

事が明確になり、作業体系が組みやすくなった。展示圃として栽培管理を行

ったことで、適正管理の目安がつくようになったため、自信をもって生産拡

大を実施できた。 
大規模経営重点農家：液肥混入機による省力技術を導入したことにより、

「体力面でも楽になった」「大面積を施肥する場合は利点が多いと思う」と

の前向きな感想が聞かれた。 
 
５．普及指導員のコメント 

当地区では JA が当技術の研究会を運営し、普及も密に連携しながら本活

動を行ってきたため、非常に効果的な支援・指導を行うことができた。近年、

当地区では若い後継者が当技術を導入する事例が急激に増加している。その

中で、早期技術習得者の経営・技術面での事例を示せたことは意義があった

と考える。（藤津農業振興センター・主査・久間祥子） 
 
６．現状・今後の展開等 
  新規導入者に対しては、今回取りまとめた技術パンフレット等を用いて、早

期技術習得の支援を行う。加えて、根域制限栽培の大規模化も今後、確実に増加

していくので、今回得られた成果を糧に、支援を充実させる。さらに、農家、JA、

市町等と連携し、今回作成した導入希望者向けの資料も活用しながら、今後の産

地活性化を進めていきたい。 
 
 
 
 
 
 

図２ 早生温州の販売単価の推移 

早生根域  150円 UP! 

早生全体    50円 UP! 
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